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令
和
七
年
乙
巳
の
年
頭
に
あ
た
り
、謹
ん
で
聖
寿
の
万
歳
と
御
皇
室
の
弥
栄
、

国
家
の
隆
昌
を
衷
心
よ
り
御
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
氏
子
崇
敬
者
の
皆

様
に
は
常
日
頃
よ
り
当
社
に
対
し
格
別
の
崇
敬
を
お
寄
せ
頂
き
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
御
創
建
か
ら
二
、四
九
七
年
と
な
る
本
年
の
初
詣
は
好
天
に
恵
ま
れ
三
が
日

あ
わ
せ
二
一
〇
万
人
の
人
出
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
昨
年
四
月
、
伊
勢
神
宮（
神
宮
が
正
式
名
称
）の
大
宮
司
に
は
第

六
十
三
回
式
年
遷
宮
の
御
準
備
に
つ
い
て
天
皇
陛
下
の
御
聴
許
を
拝
さ
れ
、
令

和
十
五
年
の
遷
御
に
向
け
て
の
御
準
備
が
正
式
に
進
め
ら
れ
る
事
に
な
り
ま
し

た
。
本
年
は
、
約
三
十
に
も
及
ぶ
式
年
遷
宮
の
行
事
や
祭
儀
の
内
の
、
始
ま
り

の
お
祭
り
で
あ
る
山
口
祭
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
日
本
国
民
の
総
氏
神
で
あ

る
伊
勢
神
宮
の
最
大
に
し
て
、
最
重
要
な
祭
祀
で
あ
る
式
年
遷
宮
の
諸
事
業
が

無
事
に
、
恙
な
く
進
む
よ
う
念
願
致
し
ま
す
。

　
大
宮
に
お
い
て
は
、
大
宮
駅
が
開
業
一
四
〇
周
年
を
迎
え
ま
す
。〝
鉄
道
の

ま
ち
大
宮
〟
は
大
宮
工
場
な
ど
も
含
め
た
名
称
で
す
が
、
現
在
十
二
も
の
路
線

が
乗
り
入
れ
る
規
模
の
大
き
い
大
宮
駅
は
、
そ
の
シ
ン
ボ
ル
と
い
え
る
存
在
で

す
。

　
ま
た
、
盆
栽
村
も
開
村
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
ま
す
。〝
盆
栽
の
ま
ち
〟
も
大

宮
の
特
色
で
、
地
域
の
魅
力
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
日
常

が
戻
り
、
国
内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
大
宮
に
お
越
し
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
当
社
で
は
、
休
憩
所
な
ど
を
設
え
、
氏
子
の
皆
様
は
も
と
よ
り
県
内
外
か
ら

の
崇
敬
者
の
皆
様
に
も
心
地
よ
く
御
参
拝
を
頂
け
る
よ
う
境
内
整
備
を
行
っ
て

お
り
、
益
々
発
展
す
る
大
宮
の
、
地
域
の
魅
力
と
し
て
様
々
な
施
設
と
協
力
し

て
参
り
ま
す
。

　
結
び
に
あ
た
り
、
氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
に
は
、
本
年
も
氷
川
の
大
神
様
の
御

神
徳
に
よ
り
幸
多
き
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
当
社
は
第
五
代
孝
昭
天
皇
の
御
代

三
年
に
御
鎮
座
以
来
、
悠
久
の
年
月

を
経
て
、
来
る
令
和
十
年
に
御
鎮
座

二
千
五
百
年
を
迎
え
る
事
と
な
り
ま

す
。
こ
れ
を
奉
祝
周
知
す
る
た
め
、

有
志
の
方
の
御
奉
納
に
よ
り
、
約

八
五
〇
灯
の
提
灯
を
献
灯
し
、
十
一

月
三
十
日
に
点
灯
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
社
の
献
灯
行
事
は
、
平
成
二
十 

九
年
の
明
治
天
皇
御
親
祭
百
五
十
年

祭
の
奉
祝
に
始
ま
り
、
以
後
、
上
皇

陛
下
の
天
皇
御
在
位
三
十
年
奉
祝
、

今
上
陛
下
御
即
位
奉
祝
と
重
ね
て
参

り
ま
し
た
。

　

現
在
、
計
画
を
し
て
お
り
ま
す

二
千
五
百
年
祭
の
記
念
営
繕
事
業
と

し
て
は
社
殿
や
舞
殿
等
の
耐
震
補
強

工
事
、
楼
門
や
廻
廊
等
の
漆
塗
り
や

銅
板
の
葺
き
替
え
、
二
の
鳥
居
の
改

修
工
事
、
参
道
整
備
、
社
務
所
と
呉

竹
荘
の
建
て
替
え
な
ど
が
ご
ざ
い
ま

す
。
実
施
は
令
和
八
年
か
ら
順
次
と

な
り
ま
す
が
皆
様
の
御
理
解
と
御
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
来
る

嘉
節
に
向
け
、
境
内
を
整
備
し
て
参

り
ま
す
。

令
和
七
年
乙き

の

と

み巳
の
年
頭
に
あ
た
り

御
鎮
座
二
千
五
百
年
に
向
け
て

点灯式神橋（三が日）下向道（三が日）
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当
社
で
は
毎
日
の
日
供
祭
以
外
に
も
年
間
約

七
十
の
祭
典
を
行
い
、
謹
ん
で
御
皇
室
の
弥
栄
と

国
家
安
泰
、
五
穀
豊
穣
と
氏
子
崇
敬
者
の
繁
栄
を

祈
願
し
て
お
り
ま
す
。

祭
事
暦

　
十
月
　
一
日
　
月
次
祭

　
　
　
　
九
日
　
抜
穂
神
事

　
　
　
十
五
日
　
献
詠
祭（
兼
題
　
鉄
道
）

　
　
　
十
七
日
　
神
嘗
奉
祝
祭

　
　
二
十
一
日
　
朔
瓶
祭

　十
一
月
　
一
日
　
月
次
祭

　
　
　
　
三
日
　
明
治
祭

　
　
　
十
五
日
　
献
詠
祭（
兼
題
　
重
ね
着
）

　
　
二
十
三
日
　
新
嘗
祭

　
　
　
　
　
　
　
敬
神
講
社
大
祭

　
　
　
三
十
日
　

　
　
　
　

～

　
　
大
湯
祭
前
斎

十
二
月
　
九
日
　

　
　
　
　
十
日
　
大
湯
祭
本
祭

　
　
　
　
　
　
　（
十
日
市
人
出
　
約
二
十
万
人
）

　
　
　
十
一
日
　
大
湯
祭
後
斎

　
　
　
　
　
　
　
誓
詔
祭

　
　
　
　
　
　
　
饗
膳
式

　
　
　
十
五
日
　
献
詠
祭（
兼
題
　
炭
）

　
　
　
　
　
　
　
す
す
払
い

　
　
　
　
　
　
　
古
神
札
焼
納
祭

　
　
三
十
一
日
　
大
祓
式

　
　
　
　
　
　
　
除
夜
祭

　
大
麻
と
は
お
神ふ

だ札
の
事
で
、
神
宮
大
麻
は
伊

勢
神
宮
の
お
神
札
を
意
味
し
ま
す
。
そ
の
土
地

の
氏
神
様
の
お
神
札
だ
け
で
な
く
伊
勢
神
宮
の

お
神
札
も
祀
る
の
は
、
伊
勢
神
宮
が
国
民
の
総

氏
神
で
あ
り
日
本
全
国
の
特
別
な
神
社
で
あ
る

か
ら
で
す
。
地
域
の
安
全
、
繁
栄
の
た
め
に
は

国
が
平
穏
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
神
宮
大
麻
が
日
本
全
国
に
広
ま
っ
た
の
は
、

平
安
時
代
末
期
に
伊
勢
の
御
師
と
呼
ば
れ
た
祈

祷
師
が
各
地
で
祈
祷
を
行
い
、
そ
の
印
と
し
て

「
御お

祓は
ら
い

大た
い
麻ま

」を
頒
布
し
た
事
に
始
ま
り
ま
す
。

伊
勢
の
御
師
は
、
各
地
で
祈
祷
す
る
だ
け
で
な

く
、
全
国
か
ら
の
参
詣
者
の
案
内
や
、
神
楽
奉

奏
、宿
泊
の
提
供
な
ど
も
行
っ
て
お
り
ま
し
た
。

特
に
江
戸
時
代
に
は
「
お
か
げ
ま
い
り
」
な
ど

の
伊
勢
詣
が
流
行
し
、
石
碑
や
奉
納
額
な
ど
が

各
村
の
神
社
に
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
三
年

に
埼
玉
県
神
道
青
年
会
が
調
査
し
刊
行
し
た

『
埼
玉
県
の
伊
勢
講
』
に
は
、
そ
れ
ら
が
約

三
千
点
に
及
ん
で
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
伊
勢
の
御
師
に
よ
る
頒
布
は
、
明
治
時
代
に

廃
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
明
治
天
皇
の
思
し
召
し

に
よ
り
、
伊
勢
神
宮
か
ら
全
国
民
の
家
々
に
直

接
お
頒わ

か
ち
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
は
各
神

社
を
通
し
て
授
与
し
て
お
り
ま
す
。

御
米　
　
島
根
氷
川
神
社

　
　
　
　
島
村
功
作

　
　
　
　
山
口
章
一
郎

　
　
　
　
は
せ
が
わ
い
さ
お

百
味
膳　
三
峯
神
社

　
　
　
　
秩
父
神
社

　
　
　
　
七
里
敬
神
講
社

　
　
　
　
埼
玉
県
南
部

　
　
　
　
　
漁
業
組
合

　
　
　
　
猟
友
会

　
　
　
　
魚

ゃ
う

　
　
　
　
㈱
鯉
平

　
　
　
　
大
和
田

　
　
　
　
　
氏
子
中

　
　
　
　
原
田
喜
平

　
　
　
　
野
口
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
　
蓮
沼
神
明
神
社

　
　
　
　
　
氏
子
中

　
　
　
　
大
谷
氷
川
神
社

　
　
　
　
　
氏
子
中

野
菜
果
物

　
阿
泉
秀
典

御
米　
　
薄
田
守
利

　
　
　
　
森
田
栄
治

　
　
　
　
星
野
昇
保

清
酒　
　
清
水
伸
洋　

　
　
　
　
㈱
中
村
写
真
館

　
　
　
　
㈱
電
成
社

　
　
　
　
㈱
丸
三
屋

　
　
　
　
㈱
和
泉
空
調
設
備

　
　
　
　
㈱
武
蔵
野
銀
行

　
　
　
　
大
村
庵

　
　
　
　
㈲
西
一

　
　
　
　
㈲
蒼
竜
社

海
産
物　
平
野
貞
祐

大
湯
祭
奉
納
者
御
芳
名

（
敬
称
略
、

  

順
不
同
）

（
敬
称
略
、

  

順
不
同
）

新
嘗
祭
奉
納
者
御
芳
名

神じ

ん

宮ぐ

う

大た

い

麻ま

を
祀
る
意
義
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十
一
月
八
日
、
社
務
所
前
に
建
設
致
し
ま
し
た
参
拝
者
休
憩
所
や
授
乳
室
、
お
手
洗
い
、
東あ

ず
ま

屋や

や
広
場
な
ど
の
多

目
的
施
設
で
あ
る
〝
ゆ
う
す
い
て
ら
す
〟
の
竣
工
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　
こ
ち
ら
の
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
毎
日
興
業
株
式
会
社
の
会
社
創
立
五
十
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
お
申
し

出
を
頂
き
、
建
設
費
用
の
一
部
奉
納
を
賜
り
準
備
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。〝
ゆ
う
す
い
〟
に
は
、
湧
水
、
遊
水
、

有
水
、
結
水
、
優
水
、
勇
水
、
由
水
、
愈
水
、
友
水
な
ど
様
々
な
意
味
を
持
ち
、
水
と
混
じ
り
合
う
事
で
新
し
い
融

合
が
次
々
に
生
ま
れ
る
と
い
う
水
の
多
様
性
を
表
現
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
神
道
の
お
祓
い
で
は
水
が
用
い
ら
れ
る

事
か
ら
鳥
居
の
近
く
に
あ
る
事
と
参
道
の
脇
に
位
置
す
る
事
か
ら
聖
と
俗
と
を
繋つ
な
ぎ
合
う
境
界
線
の
役
割
も
果
た
し

て
お
り
ま
す
。
実
用
的
な
面
で
は
、
休
憩
所
や
お
手
洗
い
は
も
と
よ
り
、
水
景
と
し
て
設
置
し
た
井
戸
は
、
地
下
水

を
自
ら
汲
み
上
げ
る
手
押
し
ポ
ン
プ
式
で
、
平
時
だ
け
で
は
な
く
災
害
用
ポ
ン
プ
と
し
て
も
活
用
が
可
能
で
す
。

　
設
計
を
担
当
さ
れ
た
Ａ
Ｍ
Ｐ
／
Ｐ
Ａ
Ｍ（
ア
ン
パ
ン
）は
「
建
築
と
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
の
調
和
」
を
テ
ー
マ
に
、
光

や
風
、
そ
し
て
「
水
」
の
巡
り
を
回
復
し
、
人
々
の
憩
い
の
場
を
生
み
出
す
事
に
繋
が
る
よ
う
設
計
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
鎮
祭
は
令
和
六
年
三
月
十
三
日
に
斎
行
、施
工
は
株
式
会
社
山
崎
工
務
店
が
担
当
致
し
ま
し
た
。竣
工
式
に
は
、

毎
日
興
業
株
式
会
社
の
田
部
井
良
代
表
取
締
役
社
長
を
始
め
、
大
野
隆
司
総
代
会
長
な
ど
、
二
十
一
名
の
御
参
列
を

頂
き
ま
し
た
。

　
十
一
月
三
十
日
よ
り
本
格
的
な
運
用
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
が
、
二
月
十
一
日
の
建
国
記
念
日
に
は
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
予
定
、
更
に
三
月
三
十
日
、
埼
玉
県
神
社
庁
主
催
の
教
化
事
業
「
神
主
さ
ん
と
神
社
を
学
ぼ
う
」

で
は
広
く
活
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。
多
く
の
皆
様
に
幅
広
く
御
利
用
頂
け
る
よ
う
管
理
し
て
参
り
ま
す
。

〝
ゆ
う
す
い
て
ら
す
〟
社
務
所
前
に
竣
工

竣工式

武蔵一宮　第三十二号　（4）



　
ゆ
う
す
い
て
ら
す

竣
工
を
記
念
し
て
作

成
さ
れ
た
切
り
絵
デ

ザ
イ
ン
の
特
別
紙
朱

印
は
、
竣
工
式
の

十
一
月
八
日
か
ら
授

与
を
開
始
、
十
一
月

二
十
四
日
に
授
与
を

終
了
致
し
ま
し
た
。

全体平面図

男子トイレ

女子トイレ

休憩ラウンジ

けやきテラス

南側入口

池

流 れ

あずまや

広 場

参道側入口

井 戸

里 道

※あずまや及び南側入口門扉は建築工事とする。

1 - 1T

2T

3T

話B O X電

O S TP

sA

sA

sA

水栓散

水栓散
水汚

Ｍ

流合

切弁仕Ｆ

電

電電

電

電

板看

板看

板看

S=1:200

シラカシ

イロハモミジ

エゴノキ

イロハモミジスダジイユズ

サカキ

サカキ

サクラ

施設概要　参拝者休憩所
用　　途　休憩所・お手洗い・東屋
建 築 主　武蔵一宮氷川神社
企画監理　毎日興業株式会社
建築面積　104.81㎡
設計期間　令和４年11月～令和６年１月
施工期間　令和６年２月～令和６年10月
設計監理　建築：AMP／PAM Ltd.（アンパン）
　　　　　　　　Park street studio
　　　　　構造：SCALA Design Engineers
　　　　　外構：アオイランドスケープデザイン
　　　　　タイプフェイス/サインデザイン：
　　　　　　　　𠮷勝制作所
　　　　　コンセプト/プログラムディレクション：
　　　　　　　　STAND
施　　工　株式会社 山崎工務店
　　　　　石積・植栽：合同会社 村田円芸
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十
二
月
二
十
日
、三
の
鳥
居
内
の
額
殿
の
改
修
工
事
が
終
了
し〝
氷

川
茶
庭
〟
と
名
付
け
ら
れ
、
新
た
な
休
憩
施
設
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま

し
た
。
竣
工
式
は
一
月
十
六
日
に
執
り
行
う
予
定
で
す
。

　
こ
ち
ら
は
、
額
殿
を
サ
イ
カ
ン
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社
に
貸
与
し
同

社
が
改
修
工
事
を
行
い
、
休
憩
所
と
し
て
運
営
致
し
ま
す
。
額
殿
の

印
象
を
出
来
る
だ
け
変
え
る
事
が
無
い
よ
う
に
と
い
う
要
望
の
中

で
、
も
と
も
と
の
額
殿
の
資
材
を
活
か
し
つ
つ
、
耐
震
補
強
工
事
を

行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、氷
川
神
社
の
名
前
に
因
ん
だ「
水
」と「
氷
」

の
イ
メ
ー
ジ
を
デ
ザ
イ
ン
に
取
り
入
れ
る
事
で
、
歴
史
と
現
代
が
融

合
す
る
空
間
造
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
額
殿
に
架
け
ら
れ
た
額
は
、
奉
納
年
代
な
ど
様
々
で
す
が
、
年
月

の
経
過
と
と
も
に
風
雨
に
よ
っ
て
古
い
絵
馬
ほ
ど
判
読
が
出
来
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。判
読
出
来
る
も
の
で
最
も
古
い
も
の
は
、

明
治
四
十
二
年
の
額
で
、
他
に
も
明
治
、
大
正
期
の
太
々
神
楽
を
あ

げ
た
記
念
に
奉
納
さ
れ
た
額
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
〝
氷
川
茶
庭
〟
も
〝
ゆ
う
す
い
て
ら
す
〟
同
様
、
氏
子
崇
敬
者
の

皆
様
の
憩
い
の
場
所
と
な
れ
ば
幸
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

額
殿
の
建
築
年
代
は
不
明
で
す

が
、
江
戸
時
代
に
は
存
在
し
て
い
ま

し
た
。
明
治
四
十
一
年
に
は
再
建
し

た
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
右
は
、
か
つ
て
発
行
さ
れ
て
い
た

絵
葉
書
で
参
道
か
ら
手
水
舎
と
額
殿

を
撮
影
し
た
も
の
で
す
。
こ
ち
ら
の

手
水
舎
は
大
正
十
二
年
の
関
東
大
震

災
で
倒
壊
し
て
し
ま
い
、
再
建
さ
れ

る
事
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、

当
時
を
知
る
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て

い
ま
す
。

額
殿
改
修
〝
氷ひ

川か
わ

茶さ

庭て
い

〟
竣
工
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社頭往来①
　
十
月
十
五
日
、
本
年
は
十
三
夜
を

選
び
、
舞
殿
に
て
観
月
雅
楽
演
奏
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

演
奏
曲
目

・
神
楽　
豊
栄
の
舞
、
浦
安
の
舞

・
舞
楽　
迦
陵
頻
、萬
歳
楽
、納
曽
利

・
管
弦　
太
食
調　
音
取
、
長
慶
子

　
十
月
二
十
四
日
、
末
社
の
稲
荷
神

社
に
鳥
居
の
奉
納
を
頂
い
た
株
式
会

社
柳
沢
ガ
ー
デ
ン
様
御
参
列
の
も

と
、
奉
納
奉
告
祭
を
行
い
ま
し
た
。

　
十
月
二
十
四
日
午
後
二
時
、
戦
艦

武
蔵
顕
彰
碑
前
に
て
、
戦
艦
武
蔵
顕

彰
会
会
長
の
三
原
宏
治
様
は
じ
め
会

員
三
十
四
名
参
列
の
も
と
戦
艦
武
蔵

顕
彰
祭
を
行
い
ま
し
た
。
祭
典
中
に

豊
栄
の
舞
、
甲
飛
喇
叭
隊
の
ラ
ッ
パ

演
奏
、
出
羽
三
山
神
社
の
元
巫
女
で

現
在
は
演
歌
歌
手
の
羽
山
み
ず
き
様

に
よ
り
君
が
代
・
海
ゆ
か
ば
の
独
唱

が
行
わ
れ
、
祭
典
後
は
歴
史
学
者
の

久
野
潤
氏
に
よ
り
艦
内
神
社
に
つ
い

て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
十
月
二
十
六
日
よ
り
秋
の
特
別
紙

朱
印「
紅
葉
」の
授
与
を
開
始
、
十
一

月
二
十
三
日
に
終
了
致
し
ま
し
た
。

　
十
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
ま
で

氏
子
総
代
研
修
旅
行
を
実
施
、

二
十
三
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
本
年

は
石
川
県
、
福
井
県
、
富
山
県
、
岐

阜
県
を
巡
る
研
修
で
、
越
前
一
宮
氣

比
神
宮
、
越
中
一
宮
髙
瀬
神
社
、
櫻

山
八
幡
宮
を
参
拝
し
ま
し
た
。ま
た
、

永
平
寺
や
飛
騨
高
山
の
合
掌
造
り
集

落
、
高
山
祭
屋
台
会
館
な
ど
を
見
学

し
ま
し
た
。

　
十
月
二
十
九
日
よ
り
三
十
一
日
ま

で
浦
和
実
業
学
園
中
学
校
の
職
場
体

験
授
業
の
一
環
で
女
子
生
徒
四
名
を

受
け
入
れ
ま
し
た
。
境
内
清
掃
や
御

札
の
授
与
の
他
、
最
終
日
に
は
舞
殿

に
て
豊
栄
の
舞
を
行
い
ま
し
た
。

観
月
雅
楽
演
奏
会

鳥
居
奉
納
奉
告
祭

戦
艦
武
蔵
顕
彰
祭

氏
子
総
代
研
修
旅
行

浦
和
実
業
学
園
中
学
校
職
場
体
験

特
別
紙
朱
印
「
紅
葉
」

萬歳楽 迦陵頻
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社頭往来②
　
十
一
月
一
日
よ
り
十
五
日
ま
で
武

蔵
菊
花
会
に
よ
る
第
七
十
五
回
奉
納

菊
花
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
楼
門

内
外
の
廻
廊
や
舞
殿
な
ど
に
丹
精
込

め
て
育
て
ら
れ
た
様
々
な
菊
、
三
百 

五
十
七
鉢
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
十
一
月
六
日
よ
り
十
五
日
ま
で
大

宮
区
主
催
の
「
わ
た
し
の
好
き
な
大

宮
二
十
景
」
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
入

賞
作
品
の
廻
廊
展
示
を
行
い
ま
し

た
。
こ
ち
ら
は
大
宮
区
内
の
小
学
校

の
夏
休
み
の
自
由
課
題
で
募
集
し
、

応
募
さ
れ
た
八
百
七
作
品
の
中
か
ら

選
考
さ
れ
た
二
十
四
作
品
で
す
。
入

賞
作
品
は
さ
い
た
ま
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
御
覧
頂
け
ま
す
。

　
十
一
月
十
日
、
正
式
参
拝
の
後
、

無
雙
直
傳
英
信
流
居
合
兵
法
阿
字
会

の
創
立
五
拾
周
年
記
念
と
し
、
吉
田

典
昭
阿
慈
齋
他
会
員
に
よ
る
奉
納
演

武
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
七
五
三
詣
は
本
年
も
混
雑
を
避
け

た
分
散
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、
約

一
万
組
の
方
が
お
参
り
さ
れ
ま
し

た
。
皆
様
の
健
や
か
な
る
御
成
長
を

御
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
十
一
月
二
十
二
日
、
敬
神
婦
人
会

の
会
員
約
六
十
名
に
よ
り
国
旗
の
小

旗
作
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
作
成
さ

れ
た
二
千
本
の
小
旗
は
一
般
財
団
法

人
日
本
文
化
興
隆
財
団
に
送
ら
れ
皇

居
で
の
新
年
一
般
参
賀
等
に
活
用
さ

れ
ま
す
。

　
十
一
月
三
十
日
よ
り
大
湯
祭
授
与

品
、
特
別
紙
朱
印
「
大
己
貴
命
と
福

神
札（
金
）」、「
少
彦
名
命
と
福
熊
手

（
銀
）」、
大
湯
祭
縁
起
物
の
授
与
を

行
い
ま
し
た
。

　
十
二
月
四
日
、
社
務
所
に
て
氏
子

総
代
の
皆
様
に
お
集
ま
り
頂
き
、神
宮

大
麻
暦
頒
布
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

武
蔵
菊
花
会
奉
納
菊
花
展

大
宮
二
十
景
入
賞
作
品
展
示

無
雙
直
傳
英
信
流
阿
字
会
奉
納
演
武

七
五
三

大
湯
祭
特
別
紙
朱
印
・
縁
起
物
授
与
開
始

敬
神
婦
人
会
国
旗
小
旗
作
り

神
宮
大
麻
暦
頒
布
式
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社頭往来③
　
十
二
月
五
日
、
境
内
の
松
尾
神
社

前
に
て
埼
玉
県
酒
造
組
合
会
長
の
㈱

小
山
本
家
酒
造
代
表
取
締
役
会
長
小

山
景
市
様
は
じ
め
三
社
の
酒
造
会
社

様
参
列
の
も
と
、
酒
造
組
合
祈
願
祭

を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　
十
二
月
十
四
日
、
社
務
所
に
て
武

蔵
菊
花
会
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

令
和
六
年
氷
川
神
社
宮
司
賞（
敬
称
略
）

・「
南
陽
黄
妙
」　　
茂
呂
尚
佑　

・「
聖
光
金
波
」　　
佐
藤
昭
次

・「
精
山
春
姫
」　　
石
井
康
友

・「
精
山
春
姫
」　　
川
鍋
辰
雄

・「
竜
白
」　　
　
　
鈴
木　
旭

・「
富
士
の
輝
」　　
工
藤
哲
夫

・「
国
華
幸
盛
」　　
川
上
治
栄

・「
彩
胡
花
笛
」　　
籠
島
忠
弘

　
十
二
月
十
五
日
、
献
詠
祭
終
了
後

に
本
殿
や
拝
殿
、
楼
門
な
ど
の
す
す

払
い
を
行
い
ま
し
た
。

　
十
二
月
十
六
日
、
古
神
札
の
一
部

を
前
に
古
神
札
焼
納
祭
を
執
り
行
い

ま
し
た
。

　
十
二
月
十
六
日
、
末
社
の
稲
荷
神

社
に
鳥
居
の
奉
納
を
頂
い
た
桜
庭
ミ

チ
ヱ
様
、
山
﨑
泰
輔
様
御
参
列
の
も

と
、
奉
納
奉
告
祭
を
行
い
ま
し
た
。

　
十
二
月
二
十
二
日
、
社
務
所
に
て

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
ど
も
の
夢
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

埼
玉
主
催
の
五
色
百
人
一
首
埼
玉
県

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者

は
県
内
各
地
よ
り
の
幼
稚
園
児
か
ら

小
学
生
で
四
十
五
名
で
し
た
。

　
十
二
月
三
十
一
日
よ
り
一
月
五
日

ま
で
書
元
会
学
生
会
員
の
書
き
初
め

廻
廊
展
示
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
小
学

三
年
生
か
ら
中
学
三
年
生
ま
で
の
作

品
で
兼
題
は「
み
ど
し
」、「
伝
え
る
」、

「
美
し
い
空
」、「
強
い
決
意
」、「
早

春
の
花
」、「
美
の
追
求
」、「
郷
土
の

大
河
」
で
し
た
。

酒
造
組
合
祈
願
祭

武
蔵
菊
花
会
表
彰
式

す
す
払
い

鳥
居
奉
納
奉
告
祭

五
色
百
人
一
首
埼
玉
県
大
会

古
神
札
焼
納
祭

書
元
会
廻
廊
展
示
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（
田
野
）
氷
川
神
社

鎮
座
地　
山
梨
県
甲
州
市

　
　
　
　
　
　
大
和
町
田
野
六
〇
五

例
祭
日　
四
月
十
一
日

由
緒
沿
革

　
創
建
年
月
は
不
詳
な
る
も
説
に
依
れ
ば

天
正
十
年
頃
に
は
祀
ら
れ
て
あ
っ
た
。

現
在
の
建
物
は
江
戸
時
代
の
も
の
で
、棟

札
に
『
寛
保
二
年
壬
戍
十
月
二
十
八
日

奉
遷
宮
大
聖
不
動
尊
』
と
あ
る
。
彫
刻

は
簡
素
で
上
部
の
押
上
に
雲
形
が
刻
ん

で
あ
り
、
左
右
に
蔦
の
彫
、
屋
根
棟
の

左
右
に
面
が
彫
っ
て
あ
る
。
以
前
は
桧

皮
葺
で
あ
っ
た
。（
山
梨
県
神
社
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）

獅
子
舞

　
県
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
る
田
野
十
二
神
楽
は
、
今
か
ら

三
六
〇
年
ほ
ど
前
の
江
戸
時
代
前
期
か

ら
始
ま
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。「
十
二
神
楽
」
の
呼
び
名
は
、

神
楽
の
舞
が
十
二
段
に
わ
た
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
名
付

け
け
ら
れ
た
も
の
で
、
最
初
は
獅
子
舞
か
ら
行
わ
れ
ま
す
。

分
社
紹
介

『
中
山
道
大
宮
紀
行
』
と
江
戸
時
代
の
記
憶

　
江
戸
幕
府
の
役
人
で
あ
っ
た
村
尾
嘉
陵
が
文
政
二
年（
一
八
一
九
）に
著
し
た

紀
行
文
『
中
山
道
大
宮
紀
行
』
は
当
時
の
神
社
の
様
子
を
知
る
資
料
と
し
て
貴

重
な
も
の
で
す
。

　
「
神
主
の
岩
井
伊
与
守
の
所
に
行
っ
て
神
符
を
乞
う
と
、
は
な
だ
色
の
木
綿

の
四
布
袴
を
引
っ
か
け
た
老
翁
が
出
て
き
て
、
こ
ち
ら
へ
ど
う
ぞ
な
ど
と
言
い

な
が
ら
も
手
間
取
っ
て
い
る
。（
中
略
）よ
う
や
く
符
を
持
っ
て
き
た
の
で
、
開

き
拝
す
る
と
、
登
保
可
美
恵
美
多
女
、
波
羅
比
多
満
兄
、
幾
与
女
多
満
兄
と
真

字
で
書
か
れ
た
符
で
あ
っ
た
。
尊
い
心
持
ち
に
な
っ
て
、
そ
の
符
を
懐
に
し
、

出
発
す
る（
原
文
マ
マ
）。」
と
神
社
で
お
札
を
受
け
、
感
銘
を
受
け
た
事
を
記

録
し
て
い
ま
す
。
岩
井
家
は
か
つ
て
の
男
体
社
の
宮
司
家
で
、
左
の
御
神
札
は

当
時
の
年
番
神
主
で
あ
っ
た
岩
井

家
、
社
人
杉
山
家
、
社
人
堀
江
家
に

よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
全
国
に
約
二
八
〇
社
あ
る
氷
川
神
社
の
分
社
、
そ
の
中
か
ら
獅
子
舞
の
奉
納

が
あ
る
分
社
を
御
紹
介
致
し
ま
す
。

御祭神
素盞嗚尊、国常立尊

写真提供：　　　　　
　　甲州市教育委員会

　現代にも残る御嶽神社、天津神社、門客人神社
社殿は寛文７年（1667）の造営、市の文化財です。

江
戸
時
代
の
御
神
札（
資
料
提
供
：

さ
い
た
ま
市
立
博
物
館
）

旧簸王子社社殿
（現 天津神社）

旧女体社社殿
（現 御嶽神社）

武蔵一宮　第三十二号　（10）



正
式
参
拝
及
び
諸
会
議

　
十
月　
　
二
日　
日
曽
可
良
善

　
　
　
　
　
三
日　
神
宮
禰
宜　
廣
津
悟

　
　
　　
　
六
日　
武
蔵
菊
花
会
菊
作
り
研
修
会

　
　
　
　
　
七
日　
金
刀
比
羅
神
社
崇
敬
者
研
修
会（
福
島
）

　
　
　
　
　
九
日　
埼
玉
県
神
社
庁
入
間
西
支
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
社
氏
子
総
代
会

　
　
　
　
十
二
日　
鎮
守
氷
川
神
社
宮
司　
鈴
木
邦
房

　
　
　
　
　
　
　　
氷
川
神
社
氏
子
青
年
会

　
　
　
　
十
五
日　
香
取
神
宮
総
代
会（
千
葉
）

　
　
　
　
　
　
　
　
観
月
雅
楽
演
奏
会

　
　
　
二
十
八
日　
宇
都
宮
市
平
石
神
社
総
代
会（
栃
木
）

十
一
月　
　
一
日　
國
學
院
大
學
教
授　
西
岡
和
彦

　
　
　
　
　
　
　
　
交
通
安
全
対
策
会
議

　
　
　
　
　
十
日　
無
雙
直
傳
英
信
流
居
合
兵
法
阿
字
会

　
　
　
　
　
　
　
　
新
宗
連
埼
玉
県
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
武
蔵
菊
花
会
全
体
会
議

　
　
　
二
十
一
日　
埼
玉
県
神
道
青
年
会
総
会

　
　
　
二
十
四
日　
氏
子
青
年
会
・
敬
神
婦
人
会
会
議

　
　
　
　
三
十
日　
助
勤
説
明
会

　
　
　
　
　
　
　
　
武
蔵
菊
花
会
監
査
会

十
二
月　
　
一
日　
助
勤
説
明
会　

　
　
　
　
　
二
日　
大
宮
薪
能
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
神
社
庁
北
足
立
支
部
役
員
会

　
　
　
　
　
四
日　
全
国
神
恩
報
賽
会

　
　
　
　
　
五
日　
明
治
神
宮
崇
敬
会
国
分
寺
支
部

　
　
　
　
十
四
日　
武
蔵
菊
花
会

　
　
　
　
　
　
　
　
氷
川
ほ
た
る
の
会

　
　
　
　
　
　
　
　
武
蔵
菊
花
会
表
彰
式

　
　
　
　
十
九
日　
㈱
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

　
　
　
　
　
　
　　
㈱
ノ
ー
ス
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　　
日
本
郵
船
氷
川
丸

　
　
　
二
十
二
日　
五
色
百
人
一
首
埼
玉
県
大
会

　
　
　
二
十
三
日　
立
正
佼
成
会
大
宮
教
会

　
　
　
二
十
八
日　
森
沢
工
業　

　
　
　
　
三
十
日　
武
蔵
野
銀
行
頭
取

（
敬
称
略
）

十
月
の
奉
納
献
華古流松藤会　　岩波理豊

草月流　　　　竹下尚峰
桂古流　　　　高橋典花
春草流　　　　栗原春彩
草月流　　　　高山幸華

十
一
月
の
奉
納
献
華

古流松藤会　　岩波理豊
桂古流　　　　高橋典花
春草流　　　　栗原春彩
池坊　　　　　草谷智花
草月流　　　　竹下尚峰
草月流　　　　高山幸華

十
二
月
の
奉
納
献
華

古流松藤会　　岩波理豊
桂古流　　　　高橋典花
春草流　　　　栗原春彩
池坊　　　　　草谷智花
草月流　　　　竹下尚峰
草月流　　　　高山幸華

敬
神
婦
人
会
湯
茶
接
遇

十�

月
一
日
、
十
五
日
、
十
七
日
、

二
十
一
日

十
一
月
一
日
、
八
日
、
十
五
日

　
参
道
の
清
掃
活
動
を
頂
き
ま
し
た
皆
様
の
芳
名
を
紹
介
し
、
謹
ん
で
御
篤

志
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。（
五
十
音
順
、
敬
称
略
）

・
阿
含
宗
埼
玉
道
場

・
Ａ
Ｉ
Ｇ
ジ
ャ
パ
ン
労
働
組
合

・
大
宮
明
る
い
社
会
づ
く
り
の
会

・
大
宮
北
小
学
校

・
㈱
シ
グ
マ
ス
タ
ッ
フ
埼
玉
支
社

・
如
月
会

・
ク
ラ
ー
ク
記
念
国
際
高
等
学
校

参
道
清
掃
奉
仕
御
礼

・
崇
教
眞
光
大
宮
準
道
場

・
高
鼻
二
丁
目
友
の
会

・
中
央
薬
局

・
ホ
ア
ラ
フ
ラ
ア
カ
デ
ミ
ー

・
み
ず
ほ
証
券
㈱
大
宮
支
店

・
武
蔵
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
㈱

・
明
治
安
田
生
命

　
　
　
　
　
大
宮
西
営
業
所
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第
三
十
三
号
は
四
月
二
十
日
発
行
予
定
で
す

　川越氷川神社・鳩ケ
谷氷川神社との特別紙
朱印「氷川神社開運め
ぐり」は２月22日から、
春の限定お守り「咲守」、
特別紙朱印「しだれ桜
と神橋」は3月20日か
ら授与を開始予定で
す。最新のお知らせは
ホームページ、SNSで
お知らせ致します。

埼
玉
県
神
社
庁
教
化
事
業

  「
神
主
さ
ん
と
神
社
を
学
ぼ
う
」

　
埼
玉
県
神
社
庁
主
催
の
教
化
事
業「
神
主
さ
ん
と
神
社
を
学
ぼ
う
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
県
内
神
職
が
各
事
業
の
案
内
や
説
明
を
担
当
し
、
県
内
約
二
百
社
の
御
朱
印
展
や
御
朱
印

帳
作
り
、
雅
楽
・
神
楽
舞
演
奏
、
神
話
カ
レ
ン
ダ
ー
原
画
展
な
ど
様
々
な
企
画
を
御
用
意
し

て
お
り
ま
す
。
ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
共
催
の
講
演
は
事
前
申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
参
道
で
は
大
宮
グ
ル
メ
が
集
ま
っ
た
「
氷
川
マ
ル
シ
ェ
」
も
同
時
開
催
さ
れ
る

予
定
で
す
。
皆
様
の
御
来
社
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
詳
細
は
埼
玉
県

神
社
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
御
確
認
下
さ
い（
二
月
中
旬
掲
載
）。

　
日
時
　
令
和
七
年
三
月
三
十
日（
日
）　
午
前
九
時
半
～
午
後
四
時
半

インスタ
グラム

し
だ
れ
桜
と
神
橋
朱
印
紙

Ｊ
Ｒ
東
日
本
×
埼
玉
高
速
鉄
道

氷
川
神
社
開
運
め
ぐ
り
朱
印
紙

ホーム
ページ
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